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Ⅰ．緒言

わが国では，文部省（現文部科学省）のスポー
ツ振興基本計画（2000 年）および日本オリン
ピック委員会（Japanese Olympic Committee：
JOC） の 長 期 競 技 力 向 上 戦 略（JOC GOLD 
PLAN，2001 年）を受け，JOC と国立スポー
ツ科学センターの連携のもと，2004 年に福岡
県でタレント発掘・育成事業が開始され 15），そ

の後，全国各地において同様の事業が展開され
ている．これらの地域タレント発掘・育成事業
は，初めから競技種目を絞り実施される「種目
特化型」と，適性のある競技につなげていく「適
性種目選択型」の 2 種類に大別されるが，いず
れも基本的には体力・運動能力の高い小・中学
生を対象とした内容になっている 8）．また，対
象者の発掘（選考）は体力・運動能力測定を含
む選考会 1, 14, 16, 17）で実施され，大部分の地域に
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おいて応募可能者を小学生に設定している．さ
らに，募集にあたっては，それぞれの地域にお
いて対象学年を指定している．

学校教育における 1 つの学年は，「年齢計算
ニ関スル法律」および「民法第 143 条」に基づ
き，4 月 2 日から翌年 4 月 1 日に誕生した者で
構成されている 9）．そのため，同一学年であっ
ても実質的には最大で 12 か月の月齢差を持つ
者が混在する．このような同一年齢区分にお
ける月齢差は相対的年齢（Relative Age：RA）
と呼ばれており 11），「誕生月の違い」と同義で
ある 13）．また，相対的年齢に伴って生じる様々
な差は相対的年齢効果（Relative Age Effect：
RAE）と呼ばれており 11, 17），その影響は多く
の先行研究において認められ，特に 1 ～ 3 月生
まれの小学生の体力・運動能力は劣ることが示
されている 4, 6, 7, 12）．

一方，競技スポーツを実施している小学生の
誕生月を比較した報告によれば，全国大会に出
場した陸上競技選手は，男子・女子ともに 4 ～
6 月生まれが最も多く，誕生月が進むにつれて
減少し，1 ～ 3 月生まれが最も少なかったとし
ている 3）．同様に，日本プロサッカーリーグ（J
リーグ）のアカデミーに所属する男子選手につ
いて，4 ～ 6 月生まれの占める割合が最も高く，
誕生月が 4 月から離れるにつれて低下傾向を示
したとの報告もある 2）．これらの結果は，競技
スポーツ選手として優秀な成績をおさめている
小学生においても相対的年齢効果が認められ，
誕生月の違いに伴う体力・運動能力の優位性が
影響する可能性を示唆しているといえよう．

これらのことを考慮すると，タレント発掘・
育成事業の選考会においても，体力・運動能力
測定の結果に相対的年齢効果が認められる可能
性があるといえる．しかし一方で，体力・運動
能力に対する自己評価の高い者が誕生月に関わ
りなく応募し，相対的年齢効果が従来の報告と
異なることも考えられる．したがって，選考会
参加者の誕生月や相対的年齢効果について明ら
かにすることは，今後の選考方法のあり方を検
討するうえで有益な示唆を与えるものと考えら
れる．

そこで本研究は，スポーツタレント発掘・育

成事業における選考会参加児童の体力・運動能
力と相対的年齢効果について明らかにし，より
適切な選考方法を検討するための資料を得るこ
とを目的とした．

Ⅱ．方法

１．対象者
対象者は，宮城県で実施されているスポーツ

タレント発掘・育成事業（みやぎジュニアトッ
プアスリートアカデミー）の選考会に応募・参
加した小学校 3 年生とした．

選考会は 2013 年 3 月および 10 月，2014 年
7 月，2015 年 8 月，2016 年 7 月に実施したが，
開催月の違いによる影響を可能な限り除外する
ため，2014 年から 2016 年までに行われた 3 回
分を分析対象とした．また，規定の方法で測定
を実施できなかった者を除外し，すべての測定
項目において有効な記録が得られた 1,056 名（男
子：619 名，女子：437 名）を分析対象者とした．
なお，本研究は仙台大学倫理審査会の承認を得
て実施した．

２．測定項目
１）形態計測
形態計測の項目は，身長および体重とした．

身長の測定は，デジタル身長計（ムラテック
KDS 社製；DSN-90）を用いて実施した．また，
体重は体組成計インナースキャン 50（タニタ
社製；BC-305）を用いて測定した．

２）体力・運動能力測定
体力・運動能力測定の項目は，選考会の開催

日数や会場施設面積，応募者数等を総合的に考
慮して，握力，長座体前屈，反復横とび，上
体起こし，立ち幅とび，20m 走の 6 項目とし，
すべての測定は屋内体育館にて実施した．20m
走を除いた他の 5 項目の測定は，実施回数を除
き，新体力テスト実施要項 10）に準拠した．な
お，握力は学童用アナログ握力計（竹井機器工
業社製；T.K.K.5001），長座体前屈はデジタル
長座体前屈計（竹井機器工業社製；T.K.K.5112）
を用いて測定した．20m 走については，高さ
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70cm に設定した光電管（TAG Heuer 社製；
HL2-31）を用いて，100 分の 1 秒単位で走時間
を測定した．各測定項目の実施回数は，参加者
数および時間などの運営上の制約から原則 1 回
としたが，①規定の方法で実施できなかった場
合，②反復横とびや 20m 走の測定時に転倒し
た場合，③立ち幅とびにおける着地時に手が後
方に接地した場合の条件に該当した場合に限り
再測定を実施した．

３．統計処理
データの集計に先立ち，体力・運動能力測

定における各項目の T スコアの平均値（以下，
総合 T スコアとする）を対象者別に算出した．
なお，T スコアの算出は，本研究の対象者にお
ける性別・測定項目別の平均値と標準偏差を基
にした．

各測定項目の実測値および総合 T スコアは，
対象者の誕生月を 3 か月ごと（4 ～ 6 月，7 ～
9 月，10 ～ 12 月，1 ～ 3 月）に区分したうえで，
男女別に平均値±標準偏差で表した．また，総
合 T スコアが上位 20％に該当した者を対象と
して，3 か月ごとの誕生月別に対象者の割合を
算出した．なお，4 月 1 日生まれは「1 ～ 3 月」
に分類した．割合の算出にあたっては小数第 2
位を四捨五入し，小数第 1 位で表記した．

形態計測と体力・運動能力測定の実測値およ
び総合 T スコアの比較には一元配置分散分析
を用い，有意差が認められた場合には多重比
較検定（Scheffé 法）を実施した．また，総合
T スコアが上位 20％に該当した者における誕
生月別の割合差に関する検定にはχ 2 検定を用
いた．有意水準は 5％未満とし，p<0.05 または
p<0.01 として表した．

Ⅲ．結果

１．誕生月別の対象者数と割合
表 1 に誕生月別の対象者数と割合を示した．

男子の誕生月別における対象者数と割合は，
「4 ～ 6 月」が 200 名（32.3％），「7 ～ 9 月」が
168 名（27.1％），「10 ～ 12 月」が 138 名（22.3％），

「1 ～ 3 月」が 113 名（18.3％）を示し，誕生月

が遅くなるにつれて少数であった．一方，女子
については，「4 ～ 6 月」が 144 名（33.0％），「7
～ 9 月」が 111 名（25.4％），「10 ～ 12 月」が
114 名（26.1％），「1 ～ 3 月」が 68 名（15.6％）
を示し，「7 ～ 9 月」と「10 ～ 12 月」でほぼ同
数であったものの，「4 ～ 6 月」に比べ少数であっ
た．また，男子・女子ともに「1 ～ 3 月」が最
も少ない人数であった．

２．�誕生月別の形態計測および体力・運動能力
測定結果

１）男子
表 2 に男子における誕生月別の形態計測およ

び体力・運動能力測定結果を示した．男子の身
長は「1 ～ 3 月」が最も低値を示し，「4 ～ 6 月」・

「7 ～ 9 月」・「10 ～ 12 月」との間に有意差が認
められた（p<0.01）．また，「10 ～ 12 月」につ
いても「4 ～ 6 月」・「7 ～ 9 月」に比べ有意に
低値であった（p<0.01）．一方，体重は身長と
同様に「1 ～ 3 月」が最も低値を示し，「4 ～ 6
月」・「7 ～ 9 月」との間に有意差が認められた

（p<0.01）．さらに，「10 ～ 12 月」についても「4
～ 6 月」・「7 ～ 9 月」に比べ有意に低値であっ
た（p<0.05）．なお，「4 ～ 6 月」と「7 ～ 9 月」
との間には，身長・体重ともに有意差が認めら
れなかった．

体力・運動能力測定については，「10 ～ 12 月」
および「1 ～ 3 月」の握力・反復横とび・立ち
幅とび・20m 走が，いずれも「4 ～ 6 月」に比
べ有意に低値を示した（「10 ～ 12 月」の立ち
幅とび；p<0.05，その他の項目；p<0.01）．また，

「1 ～ 3 月」の握力については「7 ～ 9 月」との
比較においても有意に低値であった（p<0.05）．
一方，「4 ～ 6 月」と「7 ～ 9 月」との間では，

表１ 誕生月別の対象者数と割合

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 合計

男子 （名） 200 168 138 113 619

（％） 32.3 27.1 22.3 18.3 100.0

女子 （名） 144 111 114 68 437

（％） 33.0 25.4 26.1 15.6 100.0

誕生月

表１　誕生月別の対象者数と割合
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すべての項目において有意差が認められなかっ
た．さらに，長座体前屈および上体起こしにつ
いては，誕生月の違いによる差が認められな
かった．

２）女子
表 3 に女子における誕生月別の形態計測およ

び体力・運動能力測定結果を示した．女子の身
長は，「1 ～ 3 月」が最も低値を示し，誕生月
が遅くなるにつれて低下する傾向であったもの
の，「7 ～ 9 月」・「10 ～ 12 月」・「1 ～ 3 月」の
3 群間に有意差は認められなかった．しかし一
方で，「4 ～ 6 月」との比較では，いずれも有

意に低値であった（p<0.01）．また，体重につ
いても誕生月が遅くなるにつれて低値を示す傾
向にあり，「4 ～ 6 月」と「10 ～ 12 月」に有意
差が認められた（p<0.05）．

体力・運動能力測定結果については，「1 ～
3 月」の握力・反復横とび・立ち幅とび・20m
走および「10 ～ 12 月」の握力・立ち幅とび・
20m 走が，いずれも「4 ～ 6 月」に比べ有意
に低値を示した（「1 ～ 3 月」の反復横とび；
p<0.05，その他の項目；p<0.01）．また，「10
～ 12 月」・「1 ～ 3 月」の握力および「1 ～ 3 月」
の 20m 走については，「7 ～ 9 月」との比較に
おいても有意に低値であった（p<0.05）．一方，

表2 男子における誕生月別の形態計測および体力・運動能力測定結果

4～6月

身長　（cm） 132.8±05.1 132.3±05.3 130.1±05.2 **, ## 127.8±04.9 **, ##, ††

体重　（kg） 029.0±04.4 029.3±04.7 027.6±04.8 *, # 026.4±03.9 **, ##

握力　（kg） 012.6±02.5 012.2±02.3 011.6±02.5 ** 011.2±02.3 **, #

長座体前屈　（cm） 028.6±06.6 028.3±06.2 028.7±06.8 026.7±05.7

反復横とび　（点） 042.4±05.5 041.0±05.1 039.8±05.4 ** 040.1±04.6 **

上体起こし　（回） 019.6±03.9 019.4±03.9 018.7±04.5 018.9±03.9

立ち幅とび　（cm） 146.1±16.8 143.2±14.3 140.5±16.5 * 139.3±16.1 **

20m走　（秒） 03.93±0.24 03.98±0.23 04.03±0.27 ** 04.04±0.26 **

*
；p<0.05 vs 4～6月， 

**
；p<0.01 vs 4～6月， 

#
；p<0.05 vs 7～9月， 

##
；p<0.01 vs 7～9月， 

††
；p<0.01 vs 10～12月

10～12月7～9月

誕生月

1～3月

表 2　男子における誕生月別の形態計測および体力・運動能力測定結果

表3 女子における誕生月別の形態計測および体力・運動能力測定結果

4～6月

身長　（cm） 132.3±05.5 129.6±04.7 ** 129.1±05.3 ** 128.0±04.9 **

体重　（kg） 028.1±03.9 027.2±03.9 026.5±03.4 * 026.5±04.6

握力　（kg） 012.1±02.5 011.6±02.3 010.7±02.1 **, # 010.6±02.3 **, #

長座体前屈　（cm） 032.2±06.3 031.0±06.0 032.2±06.3 030.4±06.5

反復横とび　（点） 040.2±05.3 039.3±05.0 039.0±04.3 037.8±05.8 *

上体起こし　（回） 019.3±03.8 019.3±03.8 018.9±03.7 017.8±04.2

立ち幅とび　（cm） 142.3±15.0 137.5±16.1 133.6±15.5 ** 132.1±16.8 **

20m走　（秒） 03.99±0.21 04.04±0.21 04.11±0.24 ** 04.15±0.25 **, #

*
；p<0.05 vs 4～6月， 

**
；p<0.01 vs 4～6月， 

#
；p<0.05 vs 7～9月

誕生月

10～12月 1～3月7～9月

表 3　女子における誕生月別の形態計測および体力・運動能力測定結果
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「4 ～ 6 月」と「7 ～ 9 月」との間では，すべて
の項目において有意差が認められなかった．さ
らに，長座体前屈および上体起こしについては，
誕生月の違いによる差が認められなかった．

３．誕生月別の総合Tスコア
図 1 に誕生月別の総合 T スコアを示した．

男子の総合 T スコアは，「4 ～ 6 月」が 51.8 ±
6.9 点，「7 ～ 9 月」が 50.3 ± 5.9 点，「10 ～ 12
月」が 48.7 ± 7.0 点，「1 ～ 3 月」が 47.9 ± 6.2
点であった．一方，女子については，「4 ～ 6 月」
が 52.1 ± 6.4 点，「7 ～ 9 月」が 50.4 ± 6.2 点，

「10 ～ 12 月」が 48.8 ± 5.7 点，「1 ～ 3 月」が

47.0 ± 6.8 点であった．総合 T スコアは，男子・
女子ともに誕生月が遅くなるにつれて低値を示
し，「4 ～ 6 月」と「10 ～ 12 月」および「1 ～
3 月」には有意差が認められた（p<0.01）．また，

「1 ～ 3 月」については，「7 ～ 9 月」との間に
も有意差が認められた（男子：p<0.05，女子：
p<0.01）．

４．�総合 Tスコアの上位者における誕生月別
の割合

図 2 に総合 T スコアが上位 20％に該当した
者における誕生月別の割合を示した．なお，同
一得点の対象者がいたことから，該当者数は男

図１ 誕生月別の総合Ｔスコアの比較
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図１　誕生月別の総合Ｔスコアの比較

図2 総合Ｔスコアが上位20％に該当した者における誕生月別の割合
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図 2　総合Ｔスコアが上位 20％に該当した者における誕生月別の割合
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子 131 名，女子 88 名となった．総合 T スコア
が上位 20％に該当した者における誕生月別の
割合は，男子の「4 ～ 6 月」が 49.6％（65 名），

「7 ～ 9 月 」 が 23.7 ％（31 名 ），「10 ～ 12 月 」
が 19.8％（26 名），「1 ～ 3 月」が 6.9％（9 名）
であった．一方，女子については，「4 ～ 6 月」
が 52.3％（46 名），「7 ～ 9 月」が 23.9％（21 名），「10
～ 12 月」が 15.9％（14 名），「1 ～ 3 月」が 8.0％（7
名）であった．誕生月別の割合は，男子・女子
ともに誕生月が遅くなるにつれて低値を示し，
有意差が認められた（p<0.01）．

Ⅳ．考察

本研究における対象者の誕生月別の割合は，
「4 ～ 6 月」・「7 ～ 9 月」・「10 ～ 12 月」・「1 ～
3 月」の順に，男子が 32.3％・27.1％・22.3％・
18.3％，女子が 33.0％・25.4％・26.1％・15.6％
を示し，直線的な漸減傾向は男子についてのみ
認められたものの，いずれも「4 ～ 6 月」が最
も高く，「1 ～ 3 月」が最も低い結果であった．
また，厚生労働省の人口動態調査 5）に基づき，
対象者の出生年度（2005 ～ 2007 年度）におけ
る宮城県の出生児割合を 4 月からの 3 か月ごと
に算出すると，男子が 25.8％・25.9％・24.4％・
23.9％，女子は 24.9％・25.7％・25.2％・24.2％
を示し，本研究の対象者との差は，男子が 6.5％・
1.2％・－ 2.1％・－ 5.6％，女子は 8.1％・－ 0.3％・
0.9％・－ 8.6％であった．

矢野ら 17）によれば，タレント発掘・育成事
業の選考会に参加した小学校 4 年生の誕生月を
比較したところ，誕生月が早いほど参加者数が
多く，相対的年齢効果が強く影響したことを報
告している．さらに，この理由として，誕生月
の早い参加者は保護者も含めて「運動能力に優
れる」と自己認識する経験を多く持ち，その結
果，積極的に応募した可能性を挙げている．し
たがって，本研究の対象者における誕生月別の
割合は，矢野ら 17）の報告と同様の傾向を示し
ており，宮城県の出生児割合との比較において
も「4 ～ 6 月」が高く，「1 ～ 3 月」が低いこと
から，タレント発掘・育成事業の選考会への応
募状況に相対的年齢効果が関係することが示唆

された．また，本研究では選考会への応募有無
に関する理由について調査していないものの，
選考方法の特性や多くの先行研究 4, 6, 7, 12）にお
いて「4 ～ 6 月」の優位性が示されていること
を考慮すると，体力・運動能力に対する自己評
価が応募動向に関係していると考えられた．

次に，身長と体重を誕生月別に比較すると，
男子・女子ともに誕生月が遅くなるにつれて低
値を示す傾向であった．しかし，誕生月間の差
は性別で異なる傾向を示し，共通して有意差が
認められたのは，身長の「4 ～ 6 月」と「10 ～
12 月」および「1 ～ 3 月」であった．体力・運
動能力については，性別に関わらず，すべての
項目で「4 ～ 6 月」と「7 ～ 9 月」との間に差
が認められなかった．しかし一方で，握力・反
復横とび・立ち幅とび・20m 走は，男子・女
子ともに「1 ～ 3 月」が「4 ～ 6 月」に比べ有
意に劣っており，握力については「7 ～ 9 月」
との間にも差が認められた．また，「4 ～ 6 月」
と「10 ～ 12 月」の比較では，握力・立ち幅とび・
20m 走（男子・女子）および反復横とび（男子）
において，「10 ～ 12 月」が有意に劣っていた．
これらの結果は，誕生月が最も早い「4 ～ 6 月」
と「10 ～ 12 月」および「1 ～ 3 月」との間で
相対的年齢効果が認められることを示してい
る．しかし一方で，長座体前屈と上体起こしは
1 年を通して誕生月の違いによる差がみられな
かった．

小宮ら 4）は，小・中学校で測定された新体
力テストの結果を用いて，誕生月の違いによる
体力・運動能力差を検討した結果，低学年では
差の大きい項目と小さい項目がみられたとして
いる．また，小学校 5 年生の男子では上体起こ
しの回数に差が認められないことを報告すると
ともに，長座体前屈は他の種目に比べ誕生月の
影響を受けない可能性を指摘している．このこ
とは，性別や学年，測定項目によっては，相対
的年齢効果が異なることを示唆しているといえ
よう．したがって，タレント発掘・育成事業の
選考会において測定項目を選定するにあたって
は，学年や測定項目による相対的年齢効果の違
いを考慮する必要があると考えられた．

本研究では，選考会の開催日数や会場施設面
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積，応募者数等を総合的に考慮して，新体力テ
ストにおける 5 項目（握力，長座体前屈，反復
横とび，上体起こし，立ち幅とび）と 20m 走
の計 6 項目を測定した．新体力テストでは，体
力・運動能力を総合的に評価する際，規定の得
点表による合計得点を用いている 10）．しかし，
本研究では新体力テスト以外の 20m 走を含ん
でいるため，総合的な体力・運動能力を評価す
る指標として，6 項目の T スコアの平均値に基
づく「総合 T スコア」を用いた．

誕生月別の総合 T スコアをみると，男子・
女子ともに誕生月が遅くなるにつれて低値を示
し，特に「4 ～ 6 月」と「10 ～ 12 月」および「1
～ 3 月」に有意差が認められた．また，「4 ～ 6
月」と「7 ～ 9 月」はいずれも平均点となる 50
点を上回っており，「10 ～ 12 月」と「1 ～ 3 月」
は 50 点を下回っていた．さらに，総合 T スコ
アの上位者（上位 20％に該当した者）におけ
る誕生月別の割合は，性別に関わりなく誕生月
が遅くなるにつれて低下し，特に「1 ～ 3 月」
は男子（6.9％）・女子（8.0％）ともに最も低い
値を示した．一方，「4 ～ 6 月」は約半数（男子：
49.6％，女子：52.3％）を占めており，「1 ～ 3 月」
との比較では男子が 7.2 倍，女子は 6.5 倍の高
い割合となった．したがって，対象者の得点分
布には上半期（4 ～ 9 月）と下半期（10 ～ 3 月）
で平均点からの優劣が分かれる特徴があるとと
もに，総合的な評価として「4 ～ 6 月」と「10
～ 12 月」および「1 ～ 3 月」に相対的年齢効
果が認められることが示唆された．また，総合
T スコアの上位者における誕生月別の割合をふ
まえると，特に「4 ～ 6 月」と「1 ～ 3 月」に
おいて相対的年齢効果が大きいと考えられた．

これらのことから，スポーツタレント発掘・
育成事業における選考会参加児童の体力・運動
能力には相対的年齢効果が認められ，特に「4
～ 6 月」と「1 ～ 3 月」で著明な差が出現する
ことが明らかとなった．また，選考会への応募
動向についても相対的年齢効果が関係すること
が示唆された．成長や発達に関する相対的年齢
効果は加齢に伴い減少あるいは消失することが
報告されており 4, 13），一律の基準に基づく選考

（体力・運動能力の評価）は将来的な可能性を

有する「晩熟型」の児童を見落とすことにつな
がるといえよう．したがって，選考や参加者の
募集にあたっては相対的年齢効果について考慮
することが重要であり，具体的な対応策を検討
する必要があるといえる．

Ⅴ．まとめ

本研究は，スポーツタレント発掘・育成事業
の選考会に参加した小学校 3 年生 1,056 名（男
子：619 名，女子：437 名）を対象として，誕
生月別の体力・運動能力（握力・長座体前屈・
反復横とび・上体起こし・立ち幅とび・20m 走）
の比較から相対的年齢効果について検討した．
その結果，総合 T スコア（6 項目の T スコア
の平均値）は男子・女子ともに誕生月が遅く
なるにつれて低値を示し，特に「4 ～ 6 月」と

「10 ～ 12 月」および「1 ～ 3 月」に有意差が認
められた．また，総合 T スコアの上位者にお
ける誕生月別の割合は，性別に関わりなく誕生
月が遅くなるにつれて低下し，特に「1 ～ 3 月」
が最も低い値を示した．また，誕生月が最も早
い「4 ～ 6 月」は約半数を占めていた．これら
のことから，スポーツタレント発掘・育成事業
における選考会参加児童の体力・運動能力には
相対的年齢効果が認められ，特に「4 ～ 6 月」
と「1 ～ 3 月」で著明な差が出現することが明
らかとなった．

付記

「みやぎジュニアトップアスリートアカデ
ミー」は，公益財団法人東日本大震災復興支援
財団の助成により実施されている事業である．
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